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●
健
康
保
険
法
制
定
1
0
0
周
年
―
国
民
皆
保
険
の
歴
史
・
現
在
・
未
来 

そ
の
3

定
価  

７
９
２
円（
税
込
み
）

 健康保険法制定100周年
 ―国民皆保険の歴史・現在・未来 その3
 健康保険法制定百年
 温故知新と国民皆保険の将来（下）　
 島崎 謙治

 大局大説
 経済・財政分野からみた健康保険制度の将来
 佐藤 主光

  新連載
 社会保障のいま、これから
 纐纈 啓太  
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  3 健康保険■ 2022.7

子
高
齢
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
、
円
安
の
急
速
な
進
行
や

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
長
期
化
な

ど
、わ
が
国
は
い
ま
厳
し
い
社
会
経
済
・

安
全
保
障
情
勢
に
直
面
し
て
い
る
。そ

う
し
た
中
、2
0
2
2（
令
和
4
）年
6

月
7
日
、
岸
田
内
閣
は「
骨
太
の
方
針

2
0
2
2
」を
閣
議
決
定
し
た
。令
和
5

年
度
予
算
編
成
を
含
め
、岸
田
政
権
の

今
後
の
政
策
運
営
の
ベ
ー
ス
と
な
る
。

　

骨
太
の
方
針
2
0
2
2
に
お
い
て
は
、

財
政
健
全
化
の「
旗
」を
降
ろ
さ
ず
に
財

政
健
全
化
目
標
に
取
り
組
む
と
し
つ
つ
、

経
済
あ
っ
て
の
財
政
で
あ
り
、経
済
を

し
っ
か
り
立
て
直
し
て
2
%
の
物
価
安

定
目
標
を
持
続
的
・
安
定
的
に
実
現
す

る
と
し
て
、調
和
的
な
記
述
と
な
っ
た
。

　

と
り
わ
け
大
き
な
論
点
と
な
っ
た
の

は
防
衛
費
増
額
問
題
で
あ
る
。N
A
T
O

は
G
D
P
の
2
%
を
軍
事
費
と
す
る
目

標
を
立
て
て
い
る
が
、わ
が
国
も
こ
れ
ま

で
の「
G
D
P
1
%
枠
」を
見
直
し
、必
要

額
を
計
上
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
強
い

主
張
が
あ
っ
た（
本
年
度
予
算
の
防
衛
費

は
5
・
4
兆
円
、G
D
P
比
0
・
9
5
%
）。

　

骨
太
の
方
針
2
0
2
2
で
は
、防
衛

力
を
5
年
以
内
に
抜
本
的
に
強
化
す
る

と
し
、本
年
度
中
に
新
た
な「
中
期
防
衛

力
整
備
計
画
」を
策
定
し
、初
年
度
の
令

和
5
年
度
予
算
に
お
い
て
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
と
さ
れ
て
い
る
。財
源
と
し

て
国
債
の
増
発
に
よ
る
対
応
が
有
力
視

さ
れ
て
い
る
が
、防
衛
費
の
規
模
、財
源

確
保
の
方
策
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、医

療
費
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
も
含
め
た
社

会
保
障
費
や
制
度
改
革
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
の
で
、関
心
を
持
っ
て
注

視
し
て
い
き
た
い
。

　

新
し
い
資
本
主
義
に
向
け
て
、最
低

賃
金
引
き
上
げ
な
ど「
人
へ
の
投
資
」、

再
生
・
細
胞
医
療
・
遺
伝
子
治
療
等
の
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
医
療
分
野
な
ど

へ
の
投
資
の
抜
本
拡
充
を
図
る
と
さ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、包
摂
社
会
の
実
現
に
つ
い
て
、

結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
夢
や
希
望

を
感
じ
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
、「
希
望

出
生
率
1
・
8
」の
実
現
に
向
け
て
切
れ

目
な
い
支
援
を
充
実
す
る
と
し
て
お
り
、

妊
娠
・
出
産
支
援
と
し
て
、不
妊
症
・
不
育

症
支
援
、産
後
ケ
ア
の
推
進
、出
産
育
児

一
時
金
の
増
額
を
は
じ
め
と
し
た
経
済

的
負
担
の
軽
減
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

岸
田
内
閣
は
経
済
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
、グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
戦
略
に
よ

り
世
界
の
保
健
課
題
の
解
決
に
貢
献
し
、

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ

ジ（
U
H
C
）」の
達
成
を
目
指
す
と
し

て
い
る
。そ
の
た
め
に
は
、「
必
要
な
時

に
、費
用
負
担
の
心
配
な
し
に
良
質
の

医
療
が
受
け
ら
れ
る
」わ
が
国
の
国
民

皆
保
険
体
制
の
持
続
性
の
確
保
が
前
提

と
な
る
。

　

ま
た
、「
全
世
代
型
社
会
保
障
の
構
築
」

に
つ
い
て
、「
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

や
現
役
世
代
の
負
担
上
昇
の
抑
制
を
図

り
つ
つ
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
賦
課
限
度
額
の
引
上
げ
を
含
む
保

険
料
負
担
の
在
り
方
等
各
種
保
険
制
度

に
お
け
る
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
の

在
り
方
等
の
総
合
的
な
検
討
を
進
め
る
」

と
さ
れ
て
い
る
。負
担
能
力
に
応
じ
た

保
険
料
負
担
、受
診
時
の
一
部
負
担
、高

齢
者
医
療
へ
の
拠
出
金
等
に
つ
い
て
、

保
険
者
の
財
政
支
援
の
在
り
方
も
含
め

た
一
体
的
な
検
討
を
期
待
し
た
い
。

　

そ
の
他
、「
診
療
報
酬
改
定
D
X
」導

入
な
ど
、医
療
・
介
護
分
野
で
の
技
術
革

新
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
・
質
の

向
上
化
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、保
険
者
・

審
査
支
払
機
関
・
保
険
医
療
機
関
等
が

円
滑
か
つ
効
率
的
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、費
用
負
担
、導
入
・
運
用

面
へ
の
支
援
を
要
請
し
た
い
。
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